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91 ．はじめに
　山陰の X 県 Y 市は，X 県の中央に位置し人口約
5 万人の市で，重要伝統的構造物群保存地区であり
城下町として栄えていた．現在は人口減少が続いて
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　我々は「出前・イベント型まちの保健室」の参加者の健康状態とその健康意識や健康行動につい
て明らかにし，この地域での「まちの保健室」のあり方の検討を行うことを目的として調査を行っ









































られたものは 725 枚（回収率 94.3%）であった．
　まちの保健室のイベントの種類別の回数やその参




属性は，男性 263 人（36.2%）で，女性は 458 人（63.2%）
であった．年齢層では 60 代が最も多く 233 人で
32.1% を占め，次に 70 代が 159 名と 21.9% を占め




スポーツ系イベント  3 226
公民館での出前型  9 277
地域のお祭り  3 192




性別 男 263 36.2
　 女 458 63.2
　 不明   4  0.6
　 計 725 100
年齢層 19 歳以下  16  2.2
　 2.30 代  79 10.9
　 4.50 代 174 24.0
　 60 代 233 32.1
　 70 代 159 21.9
　 80 代以上  58  8.0
　 不明   6  0.9




との比較は，図 1，図 2 に示した．年齢構成は 19
歳以下が 2015 年度 7.8%，2016 年度は 2.2%，2.30 代
は 2015 年度 15.6%，2016 年度 11.0% とやや減少し
た．4.50 代は 2015 年度 22.5%，2016 年度 24.2% と
変化はなかった．しかし 60 代は 2015 年度 21.5%，
2016 年度 32.4% と増加し，70 代は 2015 年度 22.0%，
2016 年度 22.1% と変化はなかった．80 代 以 上は
2015 年度 10.6%，2016 年度 8.1％とやや減少した．
2016 年度の最高年齢は 90 歳であった（図 2）．
（２）　身体データ比較
　2016 年度調査の身体データを表 3 に示した．男
性の平均は，年齢 61.1 歳，身長 167.0㎝，体重 64.3㎏，
BMI23.1㎏/㎡， 体 脂 肪 率 23.7%， 収 縮 期 血 圧
132.6mmHg，拡張期血圧 79.3mmHg，脈拍 79.4回/
分，骨密度 2.8 であった．
　女性の平均は，年齢 51.7 歳，身長 154.5㎝，体重
51.7㎏，BMI21.6㎏/㎡，体脂肪率 29.3％，収縮期血
圧 125.9mmHg，拡張期血圧 76.1mmHg，脈拍 77.8
回/分，骨密度 3.2 であった．











性別 全体平均 19 歳以下 2.30 代 4.50 代 60 代 70 代 80 代以上
年齢
男 61.1 15.2 31.9 50.8 65.0 74.1 82.7
女 51.7 17.5 32.1 50.6 65.2 74.3 83.5
身長
（㎝）
男 167.0 161.2 171.3 170.7 167.8 163.3 160.0
女 154.5 156.2 157.7 157.6 154.8 150.6 149.1
体重
（㎏）
男 64.3 49.3 66.5 67.7 66.2 60.5 59.0
女 51.7 51.4 49.9 53.6 52.6 50.3 48.7
BMI
（㎏/㎡）
男 23.1 18.6 22.6 23.3 23.5 22.7 23.0
女 21.6 20.3 20.0 21.6 21.9 22.0 21.9
体脂肪率
（％）
男 23.7 19.2 20.0 22.1 24.3 24.9 27.4
女 29.3 24.2 34.5 28.4 29.9 31.2 33.1
収縮期血圧（mmHg）
男 132.6 108.0 124.5 129.6 137.8 132.3 135.0
女 125.9 108.7 108.8 116.8 129.9 136.4 139.2
拡張期血圧（mmHg）
男 79.3 68.2 74.9 81.8 82.4 76.4 75.9
女 76.1 66.8 70.4 75.3 77.8 77.5 78.6
脈拍
（回/分）
男 79.4 75.0 79.6 77.7 80.4 81.3 76.1


















60 代 104 人（45.1%）であり，70 代 89 人（55.9％）
が 1 番高かった（図 5）．
　食事に関する健康への配慮は，男性 200 人（77.8%），
女性 365 人（80.9%）で，女性の方が気をつけている







が 1 番多く，男性 47.8％，女性 49.4% で，次いで「バ












年齢（歳）  57.9  64.1  57.8  60.7
身長（㎝） 161.7 158.0 157.7 157.0
体重（㎏）  58.0  55.8  55.5  54.8
BMI（㎏/㎡）  22.0  22.0  22.2  22.2
体脂肪率（％）  25.2  28.5  27.4  28.5
収縮期血圧
（mmHg）
122.7 133.8 124.6 127.0
拡張期血圧
（mmHg）
 75.9  79.4  74.9  71.6
脈拍（回/分）  85.1  73.7  75.9  74.2
図 3．各調査年の身体データの比較（年代別・男女別）








は，男性 57.9％女性 47.2％であった．男性は 2015
年度には 47.9% であり，運動する人の割合が増加し
ていた．女性には変化は見られなかった．年齢別に
みると 80 代以上が 44 人（74.6%）で，次いで 70 代





























　分析した対象者の属性について 2016 年度と 2015
年度を比較すると，男女比はほぼ同じであったが，
年齢構成については 19 歳以下が減少し，60 代の割






図 6． 食事に気をつけている人の割合 
（年代別・2016 年）
図 7．運動している人の割合（年代別・2016 年）
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